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広　報

しんおんせん

7 月 20 日（月）、県立但馬牧場公園で「ラベンダー収穫祭」が開催されました。同公園で
は山頂付近に約 2,000 株のラベンダーを栽培しており、毎年見ごろを迎えるこの時期に収
穫祭を開催しています。参加者らは、心地よい香りが広がるラベンダー畑から花を摘み取
り、ハーブスティック作りに挑戦しました。
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基
本
理
念
や
ル
ー
ル
が
改
め
て
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
の
意
識
も
変
化
し
、
自
治
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
住
民
自

ら
が
政
策
形
成
に
参
画
し
よ
う
と
い
う

意
向
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
協
働
に
対

す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
住
民
と

行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係

の
も
と
で
、
目
標
を
共
有
し
、
互
い
に

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指

針
」
策
定
か
ら
条
例
制
定
へ

　

本
町
で
は
、
さ
る
4
月
30
日
に
住
民

と
行
政
が
共
に
担
う
「
新
し
い
公
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
住
民
と
行
政
が
共
通

の
目
標
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

協
働
の
た
め
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
る

「
新
温
泉
町
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進

指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
の
な
か
で
、
今
後
、
山
陰

海
岸
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

事
業
な
ど
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
住
民
参
画
制

度
の
継
続
的
発
展
を
図
る
た
め
の
自
治

基
本
条
例
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

自
治
基
本
条
例
と
は

　

自
治
基
本
条
例
と
は
、
住
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め

の
基
本
的
な
在
り
方
を
規
定
す
る
も
の

で
、
そ
の
自
治
体
の
条
例
な
ど
の
体
系

の
中
で
頂
点
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、「
ま
ち
の
憲
法
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、住
民
の
権
利
や
責
務
、

行
政
・
議
会
の
役
割
や
責
務
な
ど
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、

平
成
12
年
に
北
海
道
の
ニ
セ
コ
町
で
制

定
さ
れ
て
以
来
、
全
国
で
制
定
す
る
動

き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景

　

分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自

治
体
の
自
主
性
、
自
己
決
定
権
が
拡
大

す
る
に
つ
れ
、
自
治
体
独
自
の
自
治
の

　

平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、自
治
体
の
自
己
決
定
権
が
大
幅
に
拡
充
し
、自
治
体
運
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
住
民
の
協
働
、
参
画
の
あ
り
方
な
ど
の
基
本
的
な
理
念
を
定
め
た
自
治
基
本
条
例
や
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
全
国

各
地
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は「
協
働
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
松
元
襄
司
会
長
）に
お
い
て
、「
自
治
基
本
条
例（
仮
称
）」

を
は
じ
め
、「
町
民
憲
章
」「
町
花
・
町
木
・
町
鳥
」「
町
歌
」
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

 ―

地
方
分
権
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に―

 
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け
て

活発な議論が行われた「第 6 回協働まちづくり委員会」
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自治基本条例（仮称）制定に向けて

た
め
に―

」
と
題
し
た
基
調
報
告
を
行

い
、
①
分
権
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
、
②

自
治
基
本
条
例
と
は
何
か
、
な
ぜ
今
、

自
治
基
本
条
例
か
、
④
基
本
条
例
に
何

を
盛
り
込
む
か
等
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
制
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
が
示
さ
れ
、
自
治
基
本
条
例
の
骨

格
（
案
）
や
町
民
憲
章
制
定
の
７
つ
の

前
提
、
制
定
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。委
員
か
ら
は
、

主
に
町
民
憲
章
の
町
民
か
ら
の
募
集
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見

―

ま
ち
の
〝
憲
法
（
最
高
規
範
）〟「
自
治

基
本
条
例
（
仮
称
）」
制
定
に
向
け
て―

第
６
回
協
働
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
開
催

　

さ
る
７
月
13
日
（
月
）
新
温
泉
町
民

セ
ン
タ
ー
農
林
研
修
室
に
お
い
て
、
第

６
回
協
働
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
住
民
参
画
と
協
働
を
進
め
る
た

め
の
自
治
基
本
条
例
等
の
制
定
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
本
年
度
最
初
の
委
員
会

で
、
馬
場
町
長
が
「
浜
坂
・
温
泉
２

町
が
合
併
し
て
４
年
に
な
る
が
、
こ
の

間
、
多
く
の
困
難
な
課
題
を
克
服
し
て

き
た
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
を

高
め
、
将
来
へ
の
さ
ら
な
る
展
望
を
図

る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
、
町
花
・
町

木
・
町
鳥
、
町
歌
、
町
民
憲
章
の
制
定

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
、
平
成
20
年
度
に
本
委

員
会
で
検
討
・
協
議
し
て
き
た
「
新
温

泉
町
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指
針
」

が
４
月
末
に
松
元
会
長
か
ら
馬
場
町
長

に
報
告
さ
れ
、
同
日
、
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
議
事
項
の
な
か
で
、
脇

本
副
町
長
が
「
自
治
基
本
条
例
の
可
能

性―

地
方
分
権
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の

条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項

　

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
が
独
自

に
定
め
る
条
例
で
あ
る
た
め
、
特
に
定

め
る
べ
き
事
項
な
ど
の
規
定
は
存
在
し

ま
せ
ん
。
本
町
で
は
、
旧
町
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、
自
治
の
理
念
、
ま
た
、

そ
れ
ら
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
を
創
意
工
夫
し
て
盛
り
込
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
先
行
事
例
か
ら
想
定
さ
れ

る
事
項
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
基
本
理
念

②
町
民
の
権
利
と
責
務

③
町
長
、
議
会
の
責
務

④
自
治
体
経
営
の
方
針

⑤
情
報
共
有
と
説
明
責
任

⑥
個
人
情
報
保
護

⑦
住
民
参
画
の
仕
組
み
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
審
議
会
等
の
運
営
な

ど
）、
自
治
会
の
役
割

⑨
住
民
投
票　

な
ど

出前講座をご利用ください

　自治基本条例ってご存じですか？本町のまちづくりに
関する基本的なルールを定める「自治基本条例（仮称）」
の制定に向けた取り組みについてご紹介します。まちづ
くりに少しでも関心のある方、ぜひご利用ください。
◇講 座 名　自治基本条例（仮称）の制定に向けて
◇内 　 容　住民自ら地域づくりに参画する仕組みづく
　　　　　　りについて
◇対　　象　町内に在住、在勤及び在学する人で、10
　　　　　　人以上で構成された団体等
◇開催日時　原則として平日の午後１時から９時までの
　　　　　　90 分以内
◇費　　用　無料
◇申込方法　開催希望日の 2 週間前までにお申し込み
　　　　　　ください。

※上記の他にも町政に関するさまざまな講座が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

―問い合わせ―
企画課　広報情報係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２４

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、町
民
憲
章
に
つ
い
て
は
、キ
ー

ワ
ー
ド
や
領
域
な
ど
あ
る
程
度
の
絞
込

み
も
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
原
案

を
委
員
会
で
作
成
し
た
後
で
、
町
民
へ

募
集
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た

今
後
の
課
題
と
し
て
、
住
民
誰
も
が
覚

え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、
作
っ
た
後
の
活
用
方
法
が

大
切
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４
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新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
新
温
泉
町
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
、
応
援
し
た
い
と
い
う
想
い
を

寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
い
う
形
で

お
受
け
す
る
も
の
で
す
。
本
町
へ
寄
付

い
た
だ
く
と
、
今
お
住
ま
い
の
市
町
村

の
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
優
遇
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

寄
付
の
額

　

１
口
５
千
円
を
基
本
と
し
、
何
口
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

寄
付
金
の
使
い
み
ち

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
次

の
４
つ
の
施
策
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
個
性
あ
ふ
れ
る
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。
寄

付
を
い
た
だ
く
際
に
は
希
望
す
る
使
途

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
自
然
環
境
の
保
全
及
び
景
観
の
維

持
、
再
生
に
関
す
る
事
業

②
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
及
び
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業

③
但
馬
牛
・
松
葉
か
に
・
ホ
タ
ル
イ
カ
等

地
域
特
産
物
の
振
興
に
関
す
る
事
業

④
伝
統
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

申
し
込
み
方
法

　

寄
付
を
い
た
だ
く
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
を
い
た
だ
い
た
後
、
本
町
か

ら
寄
付
申
込
書
等
関
係
書
類
を
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
金
控
除
に
つ
い
て

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
確
定
申

告
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
寄
付
金

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
寄
付
金
の
う

　

本
町
は
、
海
・
山
・
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
但
馬
牛
、
松
葉
か
に
と
い
っ
た
全
国
に
誇
る
地
域
資
源
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
資
源
を
継
承
し
、
新
温
泉
町
を
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
、
ま
ち
の
将
来
像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
く
の
皆
さ
ま
の
熱
い
想
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ち
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

今
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
個
人
住
民
税

所
得
割
額
の
１
割
を
上
限
と
し
て
、
所

得
税
と
併
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

　

応
援
し
て
く
だ
さ
い
！
ふ
る
さ
と
新
温
泉

◆ふるさと納税のしくみ
控除対象者 個人住民税を完納されている方

控除対象
全都道府県、市区町村
※寄付先はお住まいの地域や出身地などに

関係なく、自由に選択できます。

控除方式

寄付した年の所得税還付や翌年度の個人住
民税からは「税額控除方式」で控除を受け
ることができます。ただし控除を受けるた
めには、申告手続きが必要です。
◇適用下限額：5 千円
◇上　限　額：個人住民税所得割の 1 割
※控除対象額は、寄付者の家族構成や給与

収入額等で異なります。

平
成
20
年
度
寄
付
金
状
況

◇
件
数　

27
件

◇
合
計
金
額　

１
９
２
万
円

　
　
　
　
（
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
）

お
願
い

　

個
性
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

向
け
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
活
躍
す
る

友
人
、
家
族
、
親
戚
の
皆
さ
ま
に
、
こ

の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

TEL
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

　

FAX
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
０
５
４

但馬牛

松葉かに
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下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

指杭地区防火水槽
新設工事

指杭 防火水槽（40㎥）　1 基 7,644,000 平成 21 年 6 月 18 日～
　平成 21 年 8 月 25 日 ㈱大上建設

和田１号線舗装新
設工事

和田 舗装工
Ｌ＝ 199.6 ｍ　Ｗ＝ 4.0 ｍ 3,433,500 平成 21 年 6 月 18 日～

　平成 21 年 8 月 25 日 ㈱菊池組

山村広場管理棟下水道接続
及びトイレ改修工事

二日市 下水道接続及び
トイレ改修　1 式 2,646,000 平成 21 年 6 月 18 日～

　平成 21 年 8 月 16 日 ㈱ヤマグチ

マリンポーチ改修
工事

芦屋 施設及び設備改修　1 式 35,175,000 平成 21 年 6 月 19 日～
　平成 21 年 8 月 31 日 株本建設工業㈱

御火浦交流 ･ 学習
拠点施設改築工事 三尾

鉄筋コンクリート造平屋建
延床面積　A=398.12㎡
解体工事　1 式

86,100,000 平成 21 年 6 月 22 日～
　平成 22 年 2 月 16 日 株本建設工業㈱

浜坂多目的集会施
設改修工事

浜坂 ガラスブロック、自転車
置場等改修　1 式 4,704,000 平成 21 年 6 月 26 日～

　平成 21 年 8 月 31 日 日興建設㈱

温 泉 小 学 校 防 球
ネット設置工事

湯 防球ネット設置　1 式 6,300,000 平成 21 年 7 月 13 日～
　平成 21 年 9 月 10 日 立道建設㈱

夢が丘中学校プール
解体 ･ テニスコート
設置等工事

細田 プール解体、テニスコート
設置等　1 式 22,050,000 平成 21 年 7 月 13 日～

　平成 21 年 9 月 25 日 ㈱山根工務店

新温泉町立浜坂中学
校耐震補強 ･ 大規模
改造等工事

浜坂 校舎、体育館耐震補強、
大規模改造等　1 式 815,640,000 平成 21 年 7 月 14 日～

　平成 23 年 3 月 25 日 株本建設工業㈱

（平成 21年 6月 16日～平成 21年 7月 15日契約分）

　

生
活
排
水
に
は
炊
事
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
と
、
し
尿
排
水
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
流
す
汚
れ
は
わ
ず
か
で
も
、
み
ん
な
が
流
す
と
大
変
な
汚
れ
に
な
り

ま
す
。
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
、
川
や
海
な
ど
の
汚
染
を
防
止
す
る

た
め
、
未
接
続
の
方
は
一
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
町
が
下
水
道
を
整
備
し
て
も
各
家
庭
で
接
続
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、

そ
の
効
果
は
発
揮
で
き
ま
せ
ん
）

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
指
定
工
事

店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
接
続
工

事
を
す
る
場
合
に
は
、
指
定
工
事
店
に

依
頼
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃
訪
問
の
悪
質
な
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
排
水
設
備
の
点
検
、
清
掃
を

口
実
に
、
業
者
が
個
人
宅
を
訪
問
し
高

額
な
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
役
場
の
紹
介
で
来
た
」
な
ど
と

偽
り
、
役
場
の
指
導
や
法
律
の
義
務
が

あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
な
ど
、
手

口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

役
場
で
は
、
個
人
宅
の
排
水
設
備
の

点
検
や
清
掃
に
つ
い
て
、
断
り
な
く
業

者
を
派
遣
、
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
人
で
も
出
来
る
簡
単
な
作
業

で
も
あ
り
、
万
一
、
点
検
、
清
掃
が
必

要
な
時
は
工
事
施
工
さ
れ
た
業
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
そ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
問
し

て
き
た
場
合
、
役
場
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

上
下
水
道
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
た
め
、
町
有
線
情
報
放
送

施
設
運
営
協
議
会
が
7
月
24
日
（
金
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。
夢
ネ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル

化
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
今
後
の
施
設
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

会
と
し
て
の
方
向
付
け
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
本
年
度
最
初
の
協
議
会

で
、
馬
場
町
長
が
「
テ
レ
ビ
事
業
等
視

覚
に
訴
え
る
メ
デ
ィ
ア
は
効
果
が
大
き

い
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
夢
ネ
ッ
ト
の

地
デ
ジ
化
等
の
推
進
に
つ
い
て
委
員
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

報
告
・
協
議
事
項
で
、
住
民
代
表
で

あ
る
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
協
議
会

と
し
て
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
地
デ
ジ

対
策
等
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
意
見
と
対
応
は
次
の
通
り
で
す
。

①
一
刻
も
早
く
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
対

応
を
行
う
こ
と

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
２
０
１
１
年

7
月
24
日
に
終
了
す
る
た
め
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
設
備

が
新
た
に
必
要
で
す
。

　

現
在
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ

ロ
グ
）
や
衛
星
放
送
な
ど
の
テ
レ
ビ
放

在
の
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
や
リ
ク
エ
ス
ト

放
送
な
ど
、
3
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
混

在
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
質
に
な
れ
ば
周
波

数
帯
域
を
い
っ
ぱ
い
に
使
う
た
め
、
1

チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
放
送
で
き
ま
せ
ん
。

最
低
3
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
確
保
す
る

た
め
、
画
質
は
標
準
画
質
（
Ｓ
Ｄ
）
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

③
新
た
な
加
入
者
負
担
の
な
い
よ
う
に

　

他
局
で
は
、
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
ど
の
局
も

放
送
開
始
前
の
使
用
料
金
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
夢
ネ
ッ
ト
で
は
開
局
以
降
現

在
ま
で
１
２
０
０
円
（
月
の
基
本
使
用

料
）
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

④
施
設
整
備
は
効
率
的
な
投
資
に
心
が

け
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
改
善
を
行

う
こ
と

　

テ
レ
ビ
の
再
送
信
シ
ス
テ
ム
は
、
同

一
周
波
数
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
（
設
備
投

資
が
比
較
的
少
な
く
、
加
入
者
が
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
受
信

で
き
る
方
式
で
、
多
く
の
局
が
採
用
）

を
採
用
し
ま
す
。

　

加
入
者
が
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
か
地
上
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
機

器
等
を
接
続
す
れ
ば
、
放
送
が
見
ら
れ

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

「
夢
ネ
ッ
ト
」
の
デ
ジ
タ
ル
化

送
波
を
加
入
者
へ
再
送
信
し
て
い
ま
す

が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
受
信
点
（
草
太
山
山
頂
）

と
局
舎
内
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）
に
デ
ジ

タ
ル
対
応
の
設
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
新
し
く
テ
レ
ビ
を
買
い
か
え
る
人
は

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」
を
買
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
22
年
3
月
末
ま
で
に
、
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
を
購
入
・
申
請
す
る
と
最
大

３
万
６
千
点
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
家
電
販
売
店
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
自
主
放
送
も
２
０
１
１
年
７
月
24
日

ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
対
応
と
す
る

　

自
主
放
送
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
11
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
近
畿

圏
内
同
一
）
そ
し
て
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

中
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（
現
在

の
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
と
文
字
放
送
（
現

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
画
質
は
現
行

の
テ
レ
ビ
と
同
等
）

　

ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、

現
状
の
送
出
機
器
を
維
持
し
つ
つ
も
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
５
か
ら
１
へ
縮
小
さ

れ
る
反
面
、
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
ダ

ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
も
検
討
し
ま
す
。

　

町
民
に
期
待
さ
れ
て
い
る
「
議
会
放

送
」
は
、
議
会
の
議
論
を
誰
で
も
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
放
送
方
法
や
施

設
整
備
の
充
実
を
検
討
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
衛
星
放
送
等
は
デ
ジ
タ
ル

化
に
莫
大
な
経
費
が
生
じ
る
た
め
、
ま

た
市
販
の
テ
レ
ビ
に
は
受
信
チ
ュ
ー

ナ
ー
等
の
環
境
が
整
い
個
人
で
も
視
聴

可
能
で
あ
る
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
時
に
は
廃
止
の
方
向
と
し
ま
す
。

⑤
そ
の
他

・
デ
ー
タ
放
送
は
、
今
後
の
課
題
と
す

る
。（
文
字
放
送
に
代
る
シ
ス
テ
ム
）

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
。

・
自
主
放
送
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
は
今

後
の
課
題
と
す
る
。

・
告
知
放
送
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ラ
ジ
オ
再

送
信
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
０
８
０
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明
治
の
歌
人
前
田
純
孝（
号　

翠
渓
）

は
二
方
郡
諸
寄
村（
現
新
温
泉
町
諸
寄
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
尋
常
師
範

学
校
時
代
に
は
「
新
詩
社
」
に
所
属
し

て
短
歌
を
作
り
、上
京
後
は
与
謝
野
寛
・

昌
子
ら
と
機
関
紙
「
明
星
」
に
精
力
的

に
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
生
涯
二
千

首
に
お
よ
ぶ
短
歌
を
遺
し
、
そ
の
才
能

は
「
東
の
啄
木
、
西
の
翠
渓
」
と
短
歌

界
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
先
人
顕
彰
事
業
の

一
環
と
し
て
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
前
田

純
孝
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、〝
文
学

の
町　

う
た
が
生
ま
れ
る
町
〟
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

募
集
概
要

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育

委
員
会
、
神
戸
新
聞
社

▼
作
品
数　

１
人
２
首
以
内
（
応
募
作

品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

▼
テ
ー
マ　
「
人
を
愛
す
る
歌
」「
学
校

生
活
を
う
た
う
」「
海
の
四
季
を
う

た
う
」
の
い
ず
れ
か

▼
応
募
資
格　

中
・
高
校
生
、
高
等
専

門
学
校
生
、
大
学
生
、
短
期
大
学
生
、

大
学
院
生
、
専
修
学
校
生
、
各
種
学

校
（
予
備
校
生
を
含
む
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
か
、
Ａ
４
版
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
を
使
用
。
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
、
担

　

次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
前
田
純
孝
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
「
第
15
回
前
田
純
孝
賞
学

生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

当
教
諭
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

syo@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.town.shinonsen.hyogo.jp

▼
応
募
料　

無
料

▼
作
品
集　

佳
作
以
上
の
入
賞
作
品
に

つ
い
て
は
『
作
品
集
』
を
作
成
し
、

入
賞
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

平
成
21
年
11
月
30
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
表
彰

【
中
・
高
校
生
の
部
】
前
田
純
孝
賞
２

点
（
賞
状
と
副
賞
）、
準
前
田
純
孝

賞
４
点
（
賞
状
と
副
賞
）、
町
長
賞

10
点
（
賞
状
）、
町
教
育
長
賞
10
点

（
賞
状
）、
神
戸
新
聞
社
賞
10
点
（
賞

状
と
副
賞
）、
佳
作
30
点
（
賞
状
）

【
大
学
生
の
部
】
前
田
純
孝
賞
１
点
（
賞

状
と
副
賞
）、
準
前
田
純
孝
賞
２
点

（
賞
状
と
副
賞
）、
町
長
賞
５
点
（
賞

状
）、
町
教
育
長
賞
５
点
（
賞
状
）、

神
戸
新
聞
社
賞
５
点
（
賞
状
と
副

賞
）、
佳
作
20
点
（
賞
状
）

【
学
校
表
彰
の
部
】
学
校
特
別
賞
２
校

（
賞
状
）

※
賞
状
、
副
賞
の
発
送
を
も
っ
て
、
表

第
15
回
前
田
純
孝
賞 

　
　

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

前田　純孝

彰
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
発
表　

平
成
22
年
２
月
15
日
（
月
）

※
各
学
校
長
宛
ま
た
は
、
応
募
者
個
人

へ
の
通
知
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
年
齢
を
表
示
し
た
作

品
集
を
関
係
方
面
に
配
布
し
ま
す
。

・
他
と
の
二
重
投
稿
や
既
に
発
表
さ
れ

て
い
る
短
歌
等
に
著
し
く
類
似
し
た

も
の
は
選
考
、
ま
た
は
表
彰
を
取
り

消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―

応
募
・
問
い
合
わ
せ―

〒
６
６
９
‐
６
７
０
２

　

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
８
番
地

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
内　

　
　
　
　
　
　
「
前
田
純
孝
賞
」
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
電
話
番
号
と
同
じ
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加藤文太郎
記念図書館

「8月のおすすめの本」
ご案内

心に龍をちりばめて
白石一文　著／新潮社

誰もが振り返るほどの美貌を持つ女、美
帆は出生の秘密に苦しみながらも、純
粋に一人の男を愛し抜こうとしていた。
しかし、弟の命の恩人であり、幼なじみ
でもある優司と再会し、運命の歯車が
大きく動きはじめる。ラストが胸を打つ
究極のラブストーリー。

小説　60 歳のラブレター
田渕高志　著／ＮＨＫ出版

夫婦って何だろう？お互いが空気のよ
うな存在になってしまい、その大切さ
に気づかない毎日の中で、やがてそれ
ぞれに危機が訪れて…。60 歳のラブレ
ターにより、お互いがかけがえのない
ことに気づいた三組の夫婦が織りなす
感動の物語。

認知症にならない、進ませない
大友英一　監修／講談社

「もの忘れ」と「認知症」は違います。
認知症には自覚がなく悪化していきま
す。最近の研究で、メタボなどの生活
習慣病も関係あることがわかりました。
診断方法から予防と最新の治療法まで
をわかりやすく紹介するとともに、介
護についても掲載した頼りになる１冊。

ちゃあちゃんと世界平和記念聖堂
にしもと　みさこ　著／らくだ出版

広島にある「世界平和記念聖堂」は、
原子爆弾で亡くなった多くの人々の無
念と平和への思いを込めて昭和 29 年に
建てられました。建設の苦労話や当時
の広島の人々の様子など、今、子ども
達へ伝えておきたい大切なことが書か
れた平和を考える本。

オモシロ貯金箱作っちゃおう！
宮崎珠美他　編集／ブティック社

夏休みの宿題に困っている方におすす
め！今年はアイデアの光る貯金箱を
作ってみませんか？空き箱やダンボー
ル、ペットボトルなどを使って、自分
流にアレンジした貯金箱を作るアイデ
アを多数紹介。まだまだ間に合う宿題
のお助け本にどうぞ！

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『トマトさん』他
◆と 　き　8月22日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『きんぎょのうんどうかい』他
◆と 　き　9月12日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　　         
『北極のナヌー』
◆と 　き　8月22日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時

＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（8月号） �

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

は休館日
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広報しんおんせん（8月号）

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑥

衆
議
院
議
員
総
選
挙
８
月

 30
日
（
日
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
次
の
と
お
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
公
示
日
】　

平
成
21
年
８
月
18
日
（
火
）

【
投
票
日
】　

平
成
21
年
８
月
30
日
（
日
）

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
制
度
に
つ
い
て

①
有
権
者
が
選
挙
当
日
投
票
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
選
挙
人
名

簿
登
録
地
で
、
投
票
日
よ
り
前
に
投

票
で
き
る
制
度

◆
投
票
で
き
る
期
間

　

８
月
19
日
（
水
）
～
８
月
29
日
（
土
）

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
）

◆
投
票
の
場
所

名
簿
登
録
地
の
期
日
前
投
票
所

・
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

・
新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
も
の

　

特
に
な
し
。
入
場
券
が
届
い
て
い
れ

ば
入
場
券
（
印
鑑
な
ど
不
要
）

②
投
票
の
仕
方

　

期
日
前
投
票
所
へ
行
く
。（
入
場
券

が
あ
れ
ば
持
参
し
て
）

　
　
　
　
　

↓

　
「
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
を
受
け
取
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
等
を
記

入
す
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
箱
に
投
票
用
紙
を
入
れ
る
。

不
在
者
投
票
・
在
宅
投
票

制
度
つ
い
て

①
不
在
者
投
票
は
、
有
権
者
が
仕
事
等

で
投
票
日
ま
で
名
簿
登
録
地
以
外
の

市
区
町
村
に
滞
在
す
る
場
合
又
は
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
中
な

ど
の
場
合
に
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
又
は
入
院
等
し
て
い
る
施
設

で
、
投
票
日
よ
り
前
に
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。

　
　

ま
た
在
宅
投
票
を
行
う
に
は
、
事

前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
選
挙
が
近

づ
く
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
で
き
る
期
間

　

８
月
19
日
（
水
）
～
８
月
29
日
（
土
）

◆
投
票
の
場
所

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
又
は
入

院
・
入
所
先
の
施
設

②
選
挙
の
仕
方

◆
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
場
合

　

近
く
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
投
票

用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
も
ら
う

か
、
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
請
求
す
る
。

　
　
　
　

↓

　
「
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
郵
送
す
る
。

　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
等
が
届
く

　
　
　
　

↓

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
。

◆
入
院
先
の
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

入
院
先
の
施
設
の
長（
又
は
看
護
師
・

介
護
師
等
）
に
投
票
を
行
い
た
い
旨
を

申
し
出

　
　
　
　

↓　

【
入
院
先
の
施
設
の
長
が
、
名
簿
登
録

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を

請
求
】

　

入
院
先
の
施
設
で
投
票
す
る
。

※
在
宅
投
票
の
制
度
が
利
用
で
き
る
人

の
条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

及
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障
害
等

の
状
態
が
一
定
以
上
で
あ
る
人
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課　

行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21 年 7 月 21 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（8月号）

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産 フロアースタッフ 不問 800 ～ 900
㈱隆栄水産 直売での

販売補助 不問 800 ～ 1,100
特定非営利活動法人
にーず 看護師 不問 1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,000

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
（温泉地域）

㈱寿荘 客室係 不問 750 ～ 1,500
洗浄係 720 ～ 1,000

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000
㈲ゆむら観光伯雲亭 旅館手伝い 不問 712 ～ 800
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護員 不問 1,000

㈱井筒屋 配膳係 不問 850

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱隆栄水産

営業 59 以下 190 ～ 300
販売管理 40 以下 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260
調理師 不問 270 ～ 300

特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院

看護補助者 62 以下 138
看護師 不問 180 ～ 215

㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 220
財団法人　明星保育園 保育士 不問 151

（温泉地域）
㈱寿荘 フロント 59 以下 140 ～ 150

事務員 59 以下 130 ～ 140
㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 198
㈱みよしや旅館 フロント 61 以下 145 ～ 255
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 59 以下 170 ～ 263

●各地区人権学習会（参加費無料）
　

　◇時　　　間　　午後７時 30 分～９時

　◇内　　　容　　障がい問題等人権啓発ビデオドラマ上映、お話

　◇問い合わせ　　文化会館　℡（０７９６）８２ ‐ ３３２８

兵庫県・兵庫県人権啓発協会 
平成 21 年度人権問題文芸作品「のじぎく文芸賞」募集

　人権の大切さや思いやり、支えあうことの素晴らしさなど、人権文化の創造や人権課題の解決に関する
内容が描かれた文芸作品を募集しています。
◇募 集 期 間　９月 30 日（水）まで
◇応 募 資 格　県内在住、在勤、在学の人
◇募 集 内 容　小説、手記、作文、詩、創作童話（字数制限あり、未発表・未投稿の自作作品に限る）
◇問い合わせ　㈶兵庫県人権啓発協会　℡（０７８）２４２ ‐ ５３５５

「差別をなくし人権文化をすすめる町民運動」 
8 月推進強調月間の行事予定

地　区 日　時 会　場 内　容
諸　寄  8 月 21 日（金） 諸寄基幹集落センター  アニメドラマ

 「わすれるもんか！」

　　　　　　　　（40 分）

三　尾  8 月 22 日（土） 御火浦集会所
浜　坂  8 月 26 日（水） 文化会館２階大会議室
大　庭  8 月 28 日（金） 浜坂南小学校 2 階ふれあいルーム
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
42―

先
進
地
視
察
研
修
（
滋
賀
県
）

広報しんおんせん（8月号）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
７
月
２
日
（
木
）
～
３
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
先

進
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
視
察
先
は
、
滋
賀
県
彦
根
市

薩
摩
町
に
あ
る
㈲
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム

で
す
。
こ
こ
で
は
、「
自
然
の
ま
ま
に
、

自
然
よ
り
自
然
に
」
を
合
言
葉
に
、
安

全
で
お
い
し
い
米
作
り
を
中
心
に
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
に
よ
る
ブ
ド
ウ
の
栽
培

や
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
栽
培
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
用
水
は
、
琵
琶
湖
か
ら
取
水
ポ

ン
プ
を
用
い
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
は
、
農
業

の
発
展
や
、
琵
琶
湖
の
等
の
環
境
保
全

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
環

境
こ
だ
わ
り
農
業
推
進
条
例
」
を
制
定

し
、
平
成
16
年
か
ら
「
環
境
こ
だ
わ
り

農
産
物
認
定
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
農
薬
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
を
慣
行
の
５
割
以
下
に

削
減
す
る
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
を
は
じ

め
と
す
る
周
辺
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減

す
る
技
術
を
用
い
て
生
産
し
た
農
産
物

に
対
し
て
、
県
が
認
証
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。こ
の
よ
う
に
環
境
に
優
し
く
、

安
全
で
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
が
県
内

全
域
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
こ
の
条

例
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
か
ら
、
牛
フ

ン
、
大
豆
か
す
、
鶏
フ
ン
、
米
ぬ
か
等
、

有
機
肥
料
を
使
っ
て
土
づ
く
り
を
し
た

り
、
減
農
薬
栽
培
や
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
、

無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

活
動
を
は
じ
め
、
ス
ー
パ
ー
等
と
の
契

約
栽
培
や
、
消
費
者
へ
産
地
直
送
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
場
に
は
、果
物
、

野
菜
の
直
売
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
消

費
者
と
の
交
流
の
場
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
販
路
拡
大
を
進
め
、
農
業
所
得
の

向
上
を
目
指
し
た
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

第
二
の
視
察
先
は
、
甲
賀
市
水
口
町

酒
人
、「
農
事
組
合
法
人　

酒さ
こ

人う
ど

ふ
ぁ
ー

む
」
で
す
。

　

標
高
約
１
５
０
㍍
の
平
坦
な
水
田
地

帯
が
広
が
る
酒
人
地
区
で
は
、過
疎
化
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
集
落
の
将
来
に

つ
い
て
不
安
を
感
じ
集
落
営
農
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
を
発
足
し
、
議
論
、
討
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
９
年
度
か
ら

は
、大
区
画
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手
し
、

「
人
の
輪
、
集
落
の
和
」
を
基
本
テ
ー

マ
に
、
平
成
14
年
「
農
事
組
合
法
人　

酒
人
ふ
ぁ
ー
む
」
を
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。「
集
落
一
農
場
」
方
式
に
よ
る
、

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
区
画
の
効
率
的
な
水
田

で
、
水
稲
、
麦
、
大
豆
、
野
菜
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
酒
人
ふ
ぁ
ー

む
」
で
は
、「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
で
き
る
青
壮
年
男
性
だ
け
が
、
農

作
業
を
担
う
の
で
は
な
く
、
年
令
と
体

力
に
応
じ
て
、
集
落
全
員
が
農
作
業
に

参
加
す
る
体
制
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。

大型農業機械で作業がすすめられるほ場

　

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
実
践
と
し
て

は
、
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
で
の
野
菜

栽
培
を
推
進
し
、
意
欲
あ
る
女
性
と
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
展
開
を
し
て
い
ま

す
。
生
産
調
整
は
、
50
％
を
目
標
に
、

水
稲
・
麦
・
大
豆
の
２
年
３
作
体
制
「
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
農

業
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
地
を
守
り
、
農
村
を
守
る
農
業
を

担
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
誇
り
と
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
提
供
す
る
生
産

者
と
し
て
の
使
命
感
を
も
ち
、
新
た
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要

さ
と
、
本
町
農
業
の
今
後
の
あ
り
方
を

考
え
る
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６ 研修を受ける農業委員の皆さん
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カブトムシワールドカップ
　県立但馬牧場公園で 7 月 26 日（日）、自分が飼って
いるカブトムシで競技を行い NO．1 を決めるイベント

「カブトムシワールドカップ」が開催され、町内外から
13 人が参加しました。
　競技は、カブトムシの素早さを競う「50㌢競争」と「棒
渡り競争」「木登り競争」の 3 種目で予選が行われ、総
合ポイント上位 5 匹が決勝に進み、優勝目指して争い
ました。参加した親子らは自分のカブトムシに熱い声援
を送り、会場は熱気に包まれていました。

川下大祭
　但馬三大祭りの一つ「川下大祭」が 7 月 18 日（土）
から 20 日（月）の 3 日間、浜坂地域で行われました。
　この祭りは、江戸時代中期から続く宇都野神社の例祭
で、19 日（日）には、神社で麒麟獅子舞が奉納された後、
地元の子どもたちが引く鉾や神船などが次々と神社を出
発し、神輿も威勢よく町内へと繰り出していきました。
　最終日には花火大会が行われ、あいにくの小雨模様の
中、約 2,500 発の花火が夏の浜坂の夜を鮮やかに彩り、
訪れた多くの人を魅了しました。

差別をなくし人権文化をすすめる町民運動
　8 月の「差別をなくし人権文化をすすめる町民運動」
のオープニング行事として、7 月 31 日（金）各地区で
街頭啓発を実施しました。
　JR 浜坂駅前では「たそがれコンサート」を行い、浜
坂少年少女音楽隊、浜坂中学校吹奏楽部の演奏と、浜坂
北小学校児童による「よさこいソーラン踊り」が披露さ
れました。引き続き駅前商店街で「街頭パレード」を行
い、音楽隊を先頭に差別のない明るいまちづくりを呼び
かけながら、町内をパレードしました。

　絵本にもっと親しんでもらうため、世界に一冊しかな
い絵本を作る体験が、7 月 22 日（水）から 31 日（金）
までの 5 日間、加藤文太郎記念図書館で行われました。
　町内の小学 3 ～ 6 年生の児童 15 人が参加し、自分で
考えた物語の創作から下書き、色塗り、製本までの作業
を行い絵本を完成させました。今年で 3 年連続参加し

「UFO の地球しんりゃく」と題した絵本を作った宇野拓
実さんは「物語を一から作るのが難しかった」と話して
いましたが、仕上がりに満足した表情を見せていました。

手づくり教室「絵本づくり」

H21（2009）.8.13

広報しんおんせん（8月号）
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　　　　　　　サンビーチクリーン作戦

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（8月号）

　多くの海水浴客が訪れる夏に向けて、浜坂県民サン
ビーチの環境保全、美化を図るため、7 月 11 日（土）「浜
坂県民サンビーチクリーン作戦」が行われました。
　地元住民ボランティアなど多くの人が参加し、海岸清
掃にあたりました。夏本番を思わせる暑さの中、プラス
チックや木片などのゴミが収集され、多くの観光客が訪
れる夏に向けての準備が整いました。

みかた直売まつり

荒湯天狗祭り

　諸寄為世永（いよなが）神社の例祭が 7 月 14 日（火）、
15 日（水）にかけて行われ、伝統の麒麟獅子舞が地区
内を練り歩きました。夕方にはみこしや榊（さかき）も
繰り出し、太鼓や笛の音が鳴りつづけ、終日お祭ムード
に包まれました。
　同神社は、古くから回船の寄港地として栄えた諸寄地
区の海運の神として知られています。社務所と神社で舞
が奉納された後、大漁や家内安全などを祈念して、氏子
宅を一軒ずつ回って舞を披露しました。

諸寄麒
き

麟
りん

獅
じ

子
し

舞

　地産地消の取り組みを強化するとともに、農産物直
売所の活性化を目指して、「みかた直売まつり」が 7 月
18 日（土）～ 26 日（日）にかけて町内 5 ヵ所の農産
物直売所で開催されました。
　ＪＡたじま浜坂朝市では、開店とともに多くの買い物
客が詰めかけ、生花やなすトマトなど地元で採れた新鮮
な農作物を買い求めていました。この日はピーマンの生
産・普及を目的として、買い物客を対象に、ピーマンの
つかみ取りが行われ、にぎわいを見せていました。

　7 月 18 日（土）、湯村温泉街で商店街夏まつり「第
17 回荒湯天狗まつり」が開催されました。
　この祭りは商売繁盛と家内安全を願うお祭りで、今年
で 17 回目を迎えます。この日は、荒湯天狗の山車を引
くパレードをはじめ、杜氏組合による酒造り唄、たくさ
んの夜店やビンゴ大会などの多彩なアトラクションが催
されました。そして、夏の風物詩となっている但馬牛ま
つりのＰＲをかねた但馬牛感謝祭「灯籠絵巻」の点灯式
も行われ、湯村温泉街は多くの来場者でにぎわいました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.8.13

ご
案
内

広報しんおんせん（8月号）

浜坂高等学校ハートフルコンサート

　今年で 14 回目を迎える恒例のハートフルコンサー
トを開催します。今回は、ゲストに浜坂少年少女音楽
隊を迎え、皆さんに感動を与えられるような演奏をお
届けします。

◇と　き　8 月 22 日（土）午後 1 時 30 分～

◇ところ　夢ホール

◇演奏曲　I should be so lucky、サライ、13 の方舟、

　　　　　もののけ姫セレクション他

◇入場料　300 円（当日入場可）

－問い合わせ－
浜坂高等学校

℡（０７９６）８２ ‐ ３１７４

「
切
り
絵
と
古
木
工
芸
作
品

展
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

８
月
26
日
（
水
）
ま
で

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

高
垣
松
一
さ
ん（
浜
坂
在
住
）

の
切
り
絵
作
品
と
町
内
愛
好
家
の
皆

さ
ん
に
よ
る
古
木
、
流
木
等
を
使
っ

た
工
芸
作
品
を
展
示

▼
展
示
数　

約
70
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
桂
三
枝
の
ひ
ょ
う
ご
寄
席
」

開
催
の
ご
案
内

▼
と
き　

9
月
26
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

兵
庫
県
、
新
温
泉
町
、
新
温

泉
町
教
育
委
員
会

▼
出
演　

落
語
家　

桂
三
枝　

他
２
名

▼
チ
ケ
ッ
ト　

大
人
２
千
円
、
高
校
生

以
下
１
千
円
、
親
子
ペ
ア
（
大
人
＆

高
校
生
以
下
）
２
５
０
０
円

※
全
席
自
由
席
、
当
日
は
３
０
０
円
増

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

世
界
に
発
信
！
地
域
の

た
か
ら
も
の
展

　

私
た
ち
の
住
む
但
馬
に
は
世
界
に
誇

れ
る
景
観
、
動
植
物
な
ど
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
壮
大
な
景
観

美
と
日
本
列
島
成
立
の
過
程
を
今
に
伝

え
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を
め
ざ
す

山
陰
海
岸
、
絶
滅
の
危
機
か
ら
野
生
復

帰
を
め
ざ
す
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
日
本
で
唯

一
南
北
両
集
団
の
遺
伝
子
の
特
徴
を
も

つ
円
山
川
水
系
の
ニ
ホ
ン
メ
ダ
カ
な
ど

を
紹
介
す
る
写
真
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
日
高
町
）

▼
内
容　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
を
目

指
す
山
陰
海
岸
、
野
生
復
帰
を
目
指

す
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ニ
ホ
ン
メ
ダ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
豊
岡
盆
地
に
生
息
す

る
絶
滅
危
惧
種
の
写
真
や
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
研
修
を
目
的
と

し
た
但
馬
海
岸
遊
覧
船
の
乗
船
料
割
引

　

こ
の
た
び
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
の
会
員
で
あ
る
「
但
馬
海

岸
遊
覧
船
」
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方

が
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
研
修
を
目
的
と
し

た
但
馬
海
岸
遊
覧
船
の
乗
船
料
割
引
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
山

陰
海
岸
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
い
た

だ
き
、
一
緒
に
町
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

▼
期
間

　

平
成
21
年
９
月
30
日
（
水
）
ま
で

▼
対
象　

新
温
泉
町
民
（
地
区
、
婦
人

会
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各
種

団
体
を
は
じ
め
、
職
場
の
サ
ー
ク
ル

な
ど
が
行
う
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
研
修
）

※
た
だ
し
、
乗
船
は
１
回
に
つ
き
15
人

以
上

▼
料
金　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
千

円
、小
人
（
小
学
生
）
５
０
０
円
（
浜

坂
港
～
三
尾
大
島
一
周
コ
ー
ス
・
約

45
分
）

※
通
常
料
金
大
人
１
６
０
０
円
、
小
人

８
０
０
円

▼
注
意
事
項　

申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
乗
船
予
定
日
、
人
数
等
を
あ
ら

か
じ
め
役
場
企
画
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

浜
坂
横
断
歩
道
橋
の
色
が

変
わ
り
ま
す

　

新
温
泉
町
で
は
、
優
れ
た
景
観
や
快

適
な
環
境
を
守
り
、
育
て
、
創
り
出
す

た
め
、
浜
坂
地
区
に
お
け
る
「
味
原
川

周
辺
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
」
で
は
、

建
築
物
の
色
彩
に
つ
い
て
は
落
ち
着
い

た
茶
系
を
基
本
と
す
る
な
ど
ま
ち
の
景

観
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
浜
坂
北
小
学
校
前
の
浜
坂

横
断
歩
道
橋
の
塗
装
が
、
兵
庫
県
に
よ

り
定
期
補
修
の
一
環
と
し
て
塗
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
町
で
は
、
周
辺
景
観
と
の

調
和
を
図
る
た
め
新
温
泉
町
ま
ち
づ
く

り
審
議
会
で
歩
道
橋
の
色
彩
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
、「
色
彩
は
茶
系
統
が

望
ま
し
い
」
と
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
提
案
を
踏
ま
え
、
町
か
ら
兵
庫

県
へ
茶
系
統
で
の
塗
装
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
要
望
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
８
月
か
ら
平
成
22
年
１
月

の
間
に
塗
替
え
作
業
が
行
わ
れ
、
現
在

の
水
色
か
ら
新
し
く
濃
茶
色
の
歩
道
橋

と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

移
動
図
書
館「
さ
さ
ゆ
り
号
」

運
行
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

８
月
第
２
金
曜
日
の
移
動
図
書
館
車

「
さ
さ
ゆ
り
号
」
の
運
行
日
程
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
行
日　

変
更
前　

８
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　

変
更
後　

８
月
17
日（
月
）

▼
対
象
地
域　

温
泉
地
域

　
　
　
　
　
　
　
（
飯
野
～
桐
岡
方
面
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

8月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

8月26日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

8月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

8月20日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071



16

I N F O R M A T I O N
H21（2009）.8.13

広報しんおんせん（8月号）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　

高
血
圧
・
脂
質
異
常
症（
高
脂
血
症
）・

糖
尿
病
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
生
活
習
慣

病
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

個
々
の
原
因
に
よ
っ
て
発
症
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
共
通
す

る
一
つ
の
原
因
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
内
臓
脂

肪
で
す
。
今
回
は
、｢

生
活
習
慣
病
と

内
臓
脂
肪
の
関
係
に
つ
い
て｣

の
講
演

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
18
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

｢

す
こ
や
か
～
に｣

▼
内
容

◇
講
演｢

生
活
習
慣
病
と
内
臓
脂
肪
の

関
係
に
つ
い
て｣　

　

講
師　

照
来
診
療
所
長　

茶
谷
徳
行

医
師

▼
参
加
費　

無
料

「
愛
の
献
血
」
の
実
施
に
つ
い
て

【
上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱
会
場
】

▼
と
き　

９
月
９
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場
】

▼
と
き　

９
月
９
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
～
69
歳
の
方

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

ひ
ょ
う
ご
禁
煙
あ
り
が
と
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

た
ば
こ
の
煙
は
が
ん
や
循
環
器
・
呼

吸
器
疾
患
等
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
周
り

の
人
の
健
康
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

公
共
施
設
、
学
校
、
公
園
、
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
な
ど
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
場
所
で
は
禁
煙
を
心
が
け
、｢

煙
の

な
い
ひ
ょ
う
ご｣
の
推
進
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。「
禁
煙
し
よ
う
か
な
」

と
思
っ
た
ら
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

｢

す
こ
や
か
～
に｣

、
豊
岡
健
康
福
祉
事

務
所
、
薬
局
、
各
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

法
定
外
公
共
物
の
払
い

下
げ
に
つ
い
て

▼
法
定
外
公
共
物
と
は

　

道
路
法
や
河
川
法
な
ど
の
法
律
が
適

用
さ
れ
な
い
道
路
や
水
路
の
こ
と
で
、

一
般
的
に
は
里
道
（
赤
線
）、水
路
（
青

線
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
法
務
局
に

備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
公
図
で
は
赤
色

や
青
色
の
着
色
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
は
以
前
国
有
財
産
で

し
た
が
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
に
町
に

譲
与
さ
れ
、
町
が
財
産
管
理
と
用
途
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
機
能
の
維
持

及
び
保
全
管
理
を
地
元
並
び
に
利
用
し

て
い
る
関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
法
定
外
公
共
物
の
用
途
廃
止
申
請
と

売
払
申
請

　

里
道
・
水
路
が
現
況
で
機
能
し
て
お

ら
ず
、
今
後
も
機
能
を
回
復
す
る
必
要

が
な
い
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
は
、

区
長
・
町
内
会
長
、
関
係
者
の
同
意
を

得
て
用
途
廃
止
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
用
途
廃
止
の
決
定
後
に
売
払

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
手
続

き
に
は
書
類
・
図
面
等
の
作
成
を
要
し

ま
す
の
で
、
一
般
的
に
は
専
門
家
に
依

頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
用
途
廃
止
・
売
払
申
請
の
な
が
れ

①
境
界
確
認
・
現
地
の
状
況
確
認

②
用
途
廃
止
申
請

③
審
査
・
用
途
廃
止
決
定

④
売
払
申
請

⑤
審
査
・
売
払
決
定

⑥
土
地
売
買
契
約
締
結

⑦
所
有
権
移
転
登
記

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

用
地
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

▼宅地内里道の用途廃止例

宅地

建物

公衆用道路

破線部用途廃止
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廃
食
用
油
の
回
収
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
排
出
さ
れ
る
天
ぷ
ら
油
な
ど

の
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
呼
ば
れ
る
環
境
に
優
し
い
燃
料

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
身
近
な
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
内
容　

植
物
油
に
限
る
（
ラ
ー

ド
や
バ
タ
ー
、石
油
等
は
回
収
不
可
）

こ
し
て
か
す
を
除
き
、
冷
ま
し
た
も

の
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
ふ
た
が
閉

ま
る
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
場
所　

夢
ホ
ー
ル
地
下
倉
庫
、

清
美
社
、
湯
村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
、
ナ

カ
ケ
ー
湯
村
店
、
ジ
ャ
ン
ボ
西
村

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事
務
局

　
　
（
温
泉
総
合
支
所 

住
民
福
祉
課
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

平
成
22
年
新
温
泉
町 

　

ふ
る
さ
と
の
成
人
式

　

次
の
と
お
り
、
ふ
る
さ
と
の
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
新
温
泉
町
湯
９
９
０―

８
）

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
写

真
の
撮
影
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
～

　

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本

町
に
住
所
の
あ
る
方
、
も
し
く
は
本

町
出
身
の
方

▼
案
内
状
の
送
付
に
つ
い
て　

平
成
21

年
10
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

を
も
と
に
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
町
外
に
住
所
異
動
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
社
会
教
育
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
開
会
時
間
、
内
容
に
つ
い
て
は
11
月

頃
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.town.shinonsen.hyogo.jp

ふ
る
さ
と
の
成
人
式 

実
行
委
員
会
委
員
募
集

　

平
成
22
年
の
新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
の

成
人
式
を
企
画・運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容　

平
成
21
年
９
月
～
平
成
22
年

１
月
に
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催

▼
対
象　

平
成
22
年
ふ
る
さ
と
の
成
人

式
参
加
対
象
者
の
方
、
町
内
在
住
で

成
人
式
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
意

欲
あ
る
方

▼
募
集
期
限　

９
月
11
日
（
金
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakai@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

▼夢ホール回収場所

平成 21 年の成人式の様子

個人事業税・個人住民税の納税について

　個人事業税は、所得税、住民税とは別に、個人で事業を行う方にかかる税です。第１期分の納期限は、
８月 31 日（月）ですので、最寄りの銀行等の金融機関で納めましょう。また、納税には便利な口座振替
制度もぜひご利用ください。
　個人住民税は、県民税と町民税をあわせて町が課税し、徴収する税です。給与所得者については、給
与から特別徴収され、それ以外の方は、町から送付される納付書により、原則として年４回に分けて納
めていただきます。給与所得者以外の方の個人住民税の第２期分の納期限も、個人事業税と同じ８月 31
日（月）になっています。

兵庫県・新温泉町
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「
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
体
験
教
室
」

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
の
一
日
、
親
子
や
友
人
で
楽

し
く
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
県
立
但
馬
牧
場
公
園
で
は
、
こ
の

夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と
し
て
、
エ
ッ

グ
ア
ー
ト
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
丸
ご
と
使
っ
た
花
瓶

を
作
り
ま
す
。
作
り
方
は
と
て
も
簡
単

で
、
初
め
て
の
方
で
も
上
手
く
作
れ
る

よ
う
に
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
23
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

▼
内
容　

ダ
チ
ョ
ウ
卵
を
使
っ
て
花
瓶

を
つ
く
り
ま
す

▼
参
加
費　

７
０
０
円

▼
募
集
人
員　

20
人

▼
募
集
期
限　

８
月
16
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
６
４
１

小
又
川
滝
め
ぐ
り
（
シ
ワ
ガ
ラ
の

滝
と
桂
の
滝
）
参
加
者
募
集

　

桂
の
滝
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
い

う
多
く
の
方
の
声
に
お
応
え
し
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
６
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

小
又
川
渓
谷
（
上
山
高
原

ふ
る
さ
と
館
午
前
９
時
集
合
）

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
千
円
、

　

小
人
５
０
０
円

▼
参
加
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
長
靴

▼
募
集
人
員　

先
着
40
人

▼
募
集
期
限　

８
月
28
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

「
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り

２
０
０
９
」
出
店
団
体
募
集

▼
と
き　

10
月
17
日（
土
）～
18
日（
日
）

※
両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

朝
来
市
和
田
山
中
央
文
化
公
園

▼
募
集
店
舗　

12
店
舗

▼
出
店
条
件　

但
馬
地
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
事
業
所
、
団
体
、
個
人
等

で
、
郷
土
食
な
ど
但
馬
の
食
材
を
使

用
し
た
特
色
あ
る
飲
食
の
出
店

▼
出
店
料　

５
千
円
（
２
日
間
）

▼
募
集
期
限　

８
月
27
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
・
食
文
化
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
朝
来
市
役

所
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
７
２
‐
４
０
０
３

「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
」 

参
加
者
募
集

▼
と
き　

８
月
25
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
文
教
府
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

◇
講
演
「
ニ
セ
科
学
に
だ
ま
さ
れ
な
い

た
め
に
」

　

講
師
：
大
阪
大
学
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
教
授　

菊
地
誠
氏

◇
寸
劇
「
悪
質
商
法
の
手
口
」

▼
募
集
期
限　

８
月
24
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
９
０

募　

集

▼
作
り
方

①
い
か
は
足
と
ワ
タ
を
抜
き
、
き
れ
い

に
洗
っ
て
茹
で
る
。
胴
の
部
分
は
５

㍉
の
輪
切
り
に
す
る
。
足
は
１
本
ず

つ
に
切
り
は
な
し
３
㌢
位
の
大
き
さ

に
切
る
。

②
ね
ぎ
は
茹
で
て
３
㌢
に
切
る
。

③
す
り
鉢
で
ご
ま
を
す
り
、
み
そ
を
入

れ
て
よ
く
す
る
。
砂
糖
、
酢
を
加
え

て
す
り
合
わ
せ
、
①
の
い
か
と
②
の

ね
ぎ
を
加
え
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
い
か
と
ね
ぎ
の
ぬ
た

◆材料（４人分）
・いか・・・・1 ぱい
・ねぎ・・・・5 本
・みそ・・・・大さじ 2
・砂糖・・・・大さじ 1
・ごま・・・・大さじ 1
・酢・・・・・1/4 カップ
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「
初
心
者
英
会
話
教
室
」 

受
講
生
募
集

　

こ
れ
か
ら
英
語
を
勉
強
し
て
み
た
い

方
、
英
語
に
興
味
は
あ
る
が
う
ま
く

話
せ
な
い
方
、
日
常
す
ぐ
に
役
に
立
つ

英
会
話
を
楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
～

（
１
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

▼
講
師　

浜
坂
中
学
校
英
語
指
導
助
手

ジ
ェ
レ
ミ
ー
梶
川
先
生

▼
受
講
資
格

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
会
員

※
会
員
で
な
い
方
は
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。（
年
会
費
２
千
円
）

▼
募
集
定
員　

20
人
程
度

▼
受
講
料
（
月
額
）　

１
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
役
場
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

初
歩
か
ら
始
め
る
「
古
文

書
教
室
」
参
加
者
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
で
は
、
本
町
の
歴

史
や
自
宅
の
蔵
や
押
入
れ
に
し
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
古
文
書
に
興
味

や
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
初
歩
か
ら
始
め
る｢

古
文
書
教
室

｣

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
21
年
９
月
～
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
う
ち
７
回
開
催

※
日
程
は
参
加
者
と
調
整
の
う
え
決
定

し
ま
す

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
主
催　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

浜
坂
先
人
記
念
館
所
蔵
の
古

文
書
を
使
っ
て
、
初
歩
か
ら
古
文
書

の
読
み
方
を
学
習
し
ま
す

▼
講
師　

前
浜
坂
先
人
記
念
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

良
一
氏

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

※
た
だ
し
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」
の
年
間
入
館
券
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
方
で
、
原
則
７

回
の
日
程
に
全
て
参
加
で
き
る
方
。

▼
募
集
人
員　

15
人
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習

▼
試
験
日
程

◇
と
き　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
）

▼
受
験
講
習
日
程

◇
と
き　

10
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

但
馬
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
豊
岡
市
）

▼
試
験
及
び
講
習
手
数
料

◇
試
験
手
数
料　

６
千
円

◇
講
習
手
数
料　

８
５
０
０
円

▼
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
17
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

▼
受
付
期
間

　

８
月
24
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

▼
受
付
場
所

　

役
場　

上
下
水
道
課

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
１
‐
４
３
０
０

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

試　

験

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】




